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（２０２２年１０月）

在アルゼンチン日本国大使館

項目
２０２１年ブエノスアイレス市治安統計



２０２１年ブエノスアイレス市治安統計

～殺人発生件数の推移（人口１０万人当り）～

１０３人

（グラフは同統計資料から抜粋）

● ２０２０年、新型コロナウィルス流行に伴う政府による行動制限の影響により、全
般的に犯罪発生件数が減少したものの、殺人に限ると、２０１９年から微増していた。
●２０２１年は、２０２０年から約２割減少した。

１２４人

（人口１０万人
当り人数）

（年）



２０２１年ブエノスアイレス市治安統計
～強盗及び窃盗発生件数の合計推移～（件数）

（年）

（グラフは同統計資料から抜粋）

●新型コロナウィルス流行に伴う政府による行動制限の影響により、２０２０年は約
６万件まで減少していたものの、２０２１年は８万件を超え、前年比約３割増加した。

（２０２１年）
８１，２６８件

２０２１年の月平均発生件数

（２０２０年）
６０，４８４件



２０２１年ブエノスアイレス市治安統計
～強盗及び窃盗事件の市内地区別発生動向（人口１０万人当り発生件数）～

（地図は同統計資料から抜粋）

●鉄道ターミナルや地下鉄の駅、観光地やビジャ（スラム街）の周辺で多い傾向。
→ ビジャ周辺には近付かない。ターミナル駅など人流が多い場所付近は要注意！

ベルグラーノ地区
２１３．６５

プエルト・マデーロ地区
１９４．８１

チャカリータ地区
３８７．２２

★市から西部に延びる鉄道ウ
ルキサ線「フェデリコ・ラクロセ
駅」があり人流が多く、同駅の
北側には小規模ビジャが所在。

コンスティトゥシオン地区
４４５．２４

★市内３大ターミナル駅の一つ「コンス
ティトゥシオン駅」が所在し人流が多い。

サン・ニコラス地区
５６４．２９

★観光名所のコロン劇場やオベリスコ、フロリダ通り
が所在し、スブテ（地下鉄）駅も数多く、人流が多い。

バルバネラ地区
３８４．１９

★市内３大ターミナル駅の一つ
「オンセ駅」が所在し人流が多い。

ヌエバ・ポンペジャ地区
６３７．８７

★ビジャ「１－１１－１４」が所在し、東にはバラッ
カス地区の大規模ビジャ「２１－２４」が隣接。



２０２１年ブエノスアイレス市治安統計

【時間帯別】
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～強盗及び窃盗発生件数の発生動向～

【月別発生動向】

（グラフは同統計資料を基に当館作成）

●月別では、年末にかけて増加する傾向。
●時間帯別では、深夜～早朝は比較的少ない傾向。
→ 朝から夜にかけても、注意が必要！

年末にかけて増加

（件数）

６～１４時, 

30,897 件

１４～２２時, 

33,537 件

２２～６時, 

15,279 件

データなし, 

1,555 件

３８．０％

４１．３％

１８．８％



２０２１年ブエノスアイレス市治安統計

～強盗被害時の状況（項目別：１／２）～

通勤・帰宅中
30.0%

移動中
28.0%

買物等外出中

22.0%

通学・帰宅中, 

7.0%

仕事中, 3.0% その他, 

10.0%

【被害時の移動手段】【被害時の行動】

（グラフは同統計資料を基に当館作成）

●通勤、帰宅等の外出時に強盗被害に遭うことが多い傾向。
●強盗被害時の７割以上が、徒歩時。→ 自動車の車内等で
防護されていない徒歩時の脆弱な状態を狙われる可能性。

徒歩
71.0%

バス
13.0%

自動車, 

6.0%

自転車, 3.0%

地下鉄, 2.0%

タクシー等, 

2.0%

バイク, 2.0% 電車, 1.0%



２０２１年ブエノスアイレス市治安統計

～強盗被害時の状況（項目別：２／２）～

【被害品の傾向】【被害場所】

（表及びグラフは同統計資料を基に当館作成）

●４割以上が自宅付近、３割以上が路上で被害。
●被害品は、携帯電話が圧倒的に多く、現金及び財布が続く。

自宅付近, 

43.0%

路上, 

34.0%

商業施設, 

11.0%

その他の場所, 5.0%

公園, 4.0%
レストラン, 2.0% 銀行ＡＴＭ, 2.0%

被害品 割合※

１ 携帯電話 ７８％

２ 現金 ２４％

３ 財布 ２１％

４ 鞄、リュック等携行品 １５％

５ クレジットカード、デビットカード １０％

６ 鍵 ６％

７ 自転車 ５％

８ 時計、宝飾品 ４％

（※複数回答）



２０２１年ブエノスアイレス市治安統計
～強盗のうち銃器・刃物等使用の割合の推移～（件数）

（年）

（グラフは同統計資料から抜粋）

●銃器・刃物等による強盗は、２０２１年、約８千件を超え前年比約１６％増加した。
→ 万一、強盗に遭い、凶器を突き付けられた際は、抵抗せずに犯人の要求に従う。
→ 自ら要求された金品等を出そうとすると、抵抗の意思があると誤解され、危害を加
えられる恐れがあることから、ポケット等を指差して、犯人に取り出させるようにする。

（２０２１年）
８，４７２件

２０２１年の月平均発生件数

（２０２０年）
７，３０９件



２０２１年ブエノスアイレス市治安統計

●通勤・帰宅中や外出時、自宅近辺や路上での徒歩時に被害に遭うケースが多い。
→ 夜間のみならず日中も注意が必要。
→ 通勤や外出時は、努めて徒歩を避け、自動車（タクシー、レミース及びUBER等含
む）等の移動手段を使うことが望ましい。
→ 徒歩区間は、できるだけ人通りや商店が多く、街頭や店頭に警備カメラが配備さ
れている経路を選定する。
→ 徒歩時は、努めて単独で行動しない。できれば家族等が同行・送迎することが望
ましい。

●被害品は、圧倒的に携帯電話が多く、次いで財布・現金。
→ 普段は旅券原本ではなく、写しを携行する。
→ 財布に身分証明書、クレジットカード等まとめて携行しない。一つのカバンに携帯
電話、財布など貴重品をまとめない。（被害を局限するため！）
→ ひったくり対策としては、基本的に外では携帯電話を使用しない。どうしても使用

せざるを得ない時は、同行者がいれば周囲を見張ってもらう。単独時は、近くの店内
等に入るか、周囲をよく見回し、背中を建物等の壁際に向けて、背後から接近されな
いようにする。携帯電話使用中も、画面に集中することなく、周囲を警戒する。
→ 強盗に対しては、所謂「見せ携帯」や「見せ金」として、旧型モデルの携帯電話
や、クリップで挟んだ紙幣など予め用意して、ポケットに忍ばせておくのも対策。

★これから年末に向け、強盗・窃盗が増加する傾向です。くれぐれもご注意ください！

～対策まとめ～



２０２１年ブエノスアイレス市治安統計

薬物関連

13,004 件

強盗・窃盗, 

11,567 件

傷害, 1,814 件

過失傷害, 1,100 

私闘(喧嘩等), 911 

文書偽造, 498 
性犯罪, 389 

器物損壊, 

310 脅迫, 238 

殺人, 234 詐欺, 131 武器不法所持・使用, 18 

その他, 

2,469 

（グラフは同統計資料を基に当館作成）

●薬物違法所持・使用等が約４割と最多であり、前年比でも約４割増加。ブエノス
アイレス市は、周辺国で生産されたコカイン、マリファナ等の欧州への密輸経由
地であると同時に、一大消費地。
●地方出張先で面識がない人から、軽々に荷物を預からない！
→ 日本人は信頼され易いことから、恰好の運び屋にされる可能性。
●パレルモ地区等のクラブ・バーなど若年層が集まる場所等で軽易に入手可能。
→ 絶対に興味本位で手を出さない！

～検挙件数の内訳～

３９．８％

３５．４％



情報提供のお願い

強盗、スリや置引きなど犯罪被害に遭わ
れた際は、当館領事班までご一報くださ
い。
皆さまから寄せられた情報を活かして、

今後の邦人被害の予防対策に役立てること
ができます。
ご協力よろしくお願いします！

在アルゼンチン日本国大使館領事班
Ｅメール：conbsas@bn.mofa.go.jp
電話：０１１－４３１８－８２２０
開館時間：０９:００～１２:３０、１４:３
０～１７:００（月～金曜日(祝日除く)）

mailto:conbsas@bn.mofa.go.jp

